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2026年 2月 27日・第 2110号 

・ 

事務所  〒590-0940堺市堺区車之町西2丁1番30号 ポピア南海3階302号 

Tel（072)223-2300番  Fax(072)223-5005番 

U R L    : https://www.sakai-kita.jp/ 

E-mail  ： snrc＠jasmine.ocn.ne.jp 

例会日 毎週金曜日 午後0時30分  

例会場 南海グリル 天兆閣別館 4階「ローズ」 Tel:(072)222-0131番（代表）  

ガバナー(第2640地区)  ： 北野 治義 

ガバナー事務所  U R L  ： http://rid2640g.com/kitano/  

E-mail ： kitano@rid2640g.com 

会長：池永隆昭  幹事：鶴 啓之  広報委員長：田口 隆  編集者：田口 隆 

 

創立 1980年 10月 8日 

第 2640地区 堺北ロータリークラブ週報 

四つのテスト 言行はこれに照らしてから 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

本日の例会 

 

時間 

 

2026年 2月 27日(金)第 2111回 

卓 話 「 我が人生 パート３ 」 

卓話者  城岡 陽志 会員 

今週の歌 「 日も風も星も 」 

     「 早春賦 」 

お客様の紹介・出席報告・会長の時間・ 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告  

前回までの例会 

2026年 2月 20日(金)第 2110回 

卓 話 「国際奉仕フォーラム」 

卓話者  国際奉仕委員長 綿谷 伸一 

今週の歌 「四つのテスト」「 堺北ＲＣの歌 」 

     「村の鍛冶屋」 

お客様の紹介・出席報告・会長の時間・ 

委員会報告・幹事報告・ＳＡＡ報告  

〇皆出席表彰(２月度)  

中田 学 会員（第２３回目） 

鶴 啓之 会員（第５回目） 

 

 

 

2025-26年度 国際ロータリーのテーマ 「 よいことのために手を取りあおう 」 

                      国際ロータリー会長 フランチェスコ・アレッツォ （イタリア  /   ラグーザRC） 

次回の例会 

 

時間 

 

＜２月２０日(金)の出席報告＞ 
会 員 数             31名 
出席会員             12名 
欠席会員             19名 
準会員               0名 
ゲスト               0名 
ビジター              1名 

2026年 3月 6日(金)第 2112回 

「出羽海部屋ちゃんこ例会」  

１８：３０～ 於：祥雲寺  

 

＊同日の通常例会は上記夜間例会へ変更いた

します。 

今週の歌 

「 早春賦 」 

 

春は名のみの 風の寒さや 

谷の鴬(うぐいす)  歌は思えど 

時にあらずと 声も立てず 

時にあらずと 声も立てず 
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「南仁川ロータリークラブと姉妹クラブ締結の

経過並びにその後の交流」 

国際奉仕委員長 綿谷 伸一 

 

1988年(昭和63年)4月 2日 

RI第 264地区(当時 現在は 2640地区)

の地区大会に参加の節、磯村会長に堺

南 RC忠岡清会長から韓国 南仁川 RCが

堺市内のクラブと姉妹クラブ 締結の希望があり、

紹介を依頼されており当クラブの意向打診があ

った。 

堀畑国際奉仕委員長は早速委員会を開催して検

討の結果理事会に提案することを決定した。 

1988年(昭和63年)5月 6日 

定例理事会に於いて姉妹クラブ提携問題につい

て協議する、永年の懸案事項であったので慎重

且積極的に進めることを決議し、田中朝彦会員

より忠岡会長に細部確認することとする 

1988年(昭和63年)5月 10日 

堺南 RC 忠岡会長より先方に連絡の結果、快諾の

回答を得る、同時に当クラブの現況と資料の送

付依頼あり、一方堀畑好秀会員、田中朝彦会員

の両名は忠岡会長を訪問し、姉妹クラブ締結の

手順について協議する 

1988年(昭和63年)5月 21日 

当クラブの資料を発送するとともに、忠岡会長

に対し姉妹クラブ締結に際し、韓国へ同行訪問

を依頼する 

1988年(昭和63年)6月 3日 

新旧合同理事会に於いて姉妹クラブ締結書並び

に付帯覚書事項について検討試案を作成する 

尚本件に対し当クラブから田中・堀畑・北田会

員3名を協議の為韓国に派遣し忠岡会長にも同行

を依頼することに決定する 

1988年(昭和63年)6月 7日～6月 9日 

前記3名が協議の為、訪韓し南仁川ロータリーク

ラブの例会に出席する 

例会終了後事務局に於いて協議の結果次ぎの通

り合意する 

合意事項 

〇調印文に記載する字句の選定 

〇調印の日程及び時間 

〇添付する附則合意事項内容の確定 

1988年(昭和63年)6月 10日 

臨時会員総会を開催し、姉妹クラブ結縁締結書

案を提出し出席会員全員の賛同を得る 

1988年(昭和63年)6月 16日 

臨時理事会を開催し前記3名の訪韓経過を報告す

る 

当初、クラブとしては仮調印を前提として訪韓

したが、南仁川 RCが創立 10周年に当たり記念行

事として是非今期中に正式調印の運びとしたい

旨の希望を伝え先方の意向を尊重して実現する

ことに決定する 

1988年(昭和63年)6月 23日 

磯村会長・堀畑国際奉仕委員長外 15名が 韓国南

仁川ロータリークラブを訪問し、当クラブと姉

妹クラブ結縁締結式に出席して双方の代表者に

より調印する 

 

その後相互の記念式典に出席し有効を深める 

 

当クラブ創立 30 周年を最後に姉妹クラブ関係を

消滅した 

 

 

 「今年度 タイ王国にて国際奉仕活動報告」 

       報告：会長 池永 隆昭 

報告書：副委員長 北村 勝博 

 

１． 日時：２０２６年２月１０日（火） 

８：３０～１７：００ 

２．場所 

（１）ラチャピパット病院 グローバルグラン  

ツによる医療機器＊4台の寄贈式 参列 

 寄付額 約５百万円 １,０８２,８８０バーツ 

（２）スルプッタ学校（分校含む２ケ所）地区 

補助金による浄水器 ２台の贈呈 

３． メンバー：堺北ＲＣ １０名 

 池永会長、嶽盛様、畑中様、鶴様、佐藤様、

萬代様、和田様、杉山様、中田様、北村（記） 

４．内 容： 

（１）医療機器＊４台  

 現地タイ ノンケームＲＣとのグルーバルグ

ランツ（以下 ＧＧ 略）補助金による医療機

器の贈呈式へ出席 

 堺泉ヶ丘、堺清陵との共同プロジェクトにて

参加 

 今回のＧＧについては、メインＲＣクラブが

堺泉ケ丘ＲＣの為、吉野会長による挨拶があっ

た。 

 医療機器＊４台を一括して寄付することで、

国際奉仕フォーラム 
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これまで救うことが出来なったローカルタイ人

の患者に対して、最新医療機器による治療がで

きることとなった。 

（２）浄水器＊２台 

スルプッタ学校 ノンケーム地域の公立学校 

２ケ所 

全生徒 約１，０００名以上のマンモス校。 

４歳～１８歳まで 日本語専攻の科目もあり。 

女子生徒の割合が多く、６０％ ｖｓ ４０％ 

（女性、男子）比率にて就学している。 

学校では、同行の生徒達が歓迎を込めて、素晴

らしいダンス、ソーラン節踊り、ムエタイ伝統

踊りを披露。今回の贈呈式を積極的に歓迎頂く。 

小学校側は、生徒さんが２列になって全ロータ

リークラブの歓迎をして頂く。 

３０分以上スケジュールが遅れている中で、ず

っと私たちを待って笑顔で迎えて頂いたことが

非常に感激した。国際奉仕活動の意義を改めて

感じた。 

５．今後の課題 

 現地ノンケームＲＣが主体となって、各プロ

ジェクトをアレンジ頂くが、各会場での挨拶人

数やご紹介時間が長く、事業として間延びする

場面も多々あった。日本語ータイ語の通訳や会

場でのスライド翻訳等、当事業によるカイゼン

点も浮き彫りとなる事業となった。 

６．感想 

浄水器プロジェクトは子供たちの笑顔が非常

にかわいい。 

国際奉仕事業をやって良かったと感じる瞬間が

ある。 

ロータリークラブの国際奉仕活動が、少しでも

展開かつ体験できる事業として今後も活動に参

画していきたい。 

 

 

              会長 池永 隆昭 

 

皆様こんにちは。2/20 会長の時間

です。  

地区からの連絡事項  

高松ガバナー補佐がガバナーノミ

ニーに選出されましたので、ガバナー補佐が交

代されます。2025-2026 年度の残りの期間、堺中

RC 間下さんが勤められます。  

また 来期 2026-2027年度の当地区のガバナー

補佐は堺清陵RC 西内さんが勤められます。  

北野ガバナーですが 体調を崩され 1か月ほど休

養されるようです。 

 

 

  広報委員会 

「ロータリーの友 2月号のご紹介」 

広報副委員長 辰 正博 

 

２月２３日はシカゴで最初のロー

タリークラブが創立された記念日で

す。２月号は平和構築と紛争予防月

間が特集になっています。 

【左開き】 

P.３ 国際ロータリー(ＲＩ)のフランチェスコ・ 

アレッツォ会長は真の平和とは、戦争や紛争だ

けでは無く、飢餓や不安定な生活が恐怖や不安

など人々を苦しめており、それらの問題を解消

し、自由や互いに尊重しあえる事ができる世界

を実現することであると考えています。 

ロータリークラブではその平和な世界の実現に

向け、現在抱える問題を克服する為に「知るこ

と」を主とした平和教育を重視し、解決への道

を見つけることを推進しています。 

ロータリーは平和フェローや組織内の平和の専

門家からの学び、地域のニーズ調査を平和構築

の視点で取り入れる、そして形式よりインパク

トを優先し活動すると言う、３つの行動を推し

進め言葉や場当たり的な対応では無く、より現

実的な活動をもってロータリーの定義とするべ

きであると考えています。 

P.２２ インドで蔓延していたポリオについて、 

１９８５年に世界で初めてロータリーが支援を

開始し、ＷＨＯやユニセフなどの国際機関も参

加して２０１４年に根絶宣言をした話が紹介さ

れています。 

お話しの中で語られているアフガニスタンやパ

キスタン以外にも、ポリオは現在もウイルス伝

播型としてアフリカやアジア、中東などでも未

だ活動しており根絶活動の継続の必要を訴えて

います。 

P.３４ ２５年８月に逝去されました、茶道裏千

家の第１５代家元で長い間、京都ＲＣの会員で

国際ロータリーの理事でもあった千玄室さんの

２０２３年１１月のロータリー研究会で語られ

た平和やロータリークラブについての講演内容

が掲載されています。 

読み応えのある内容になっているので、ご一読

会長の時間 

委員会報告 

 

 

時間 
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されることをお勧めします。 

【右開き】 

P.２～６ 医学博士で筑波大学名誉教授の斉藤環

(さいとうたまき)様の学校の不登校についての

現在の視点からの問題を語られています。 

昔の「ずる休み」「怠け」などの病気扱いの時代

から現在は登校を阻む身体の各種病気、人間関

係など各種問題が判明しています。 

そしてそれに対する文科省などの対策の遅れや

考え方についての問題点の指摘と先生が考えて

いる問題解決の為の考えが述べられています。 

昔からの問題でありながら、身の回りに該当者

がいないと以外と知らない不登校についての問

題点を理解できて良い話だと考えます。 

 

 

 

（１） 例配布物  ・週報  

（２） 例会変更のご案内 

３ 月６ 日（金）は、夜間例会で「出羽海部屋 

ちゃんこ例会」へ変更しております。  

18：30～（受付 18：00～） 於：祥雲寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池永隆昭会員 池永です。 

中田 学会員 綿谷会員、国際奉仕フォーラムよ

ろしくお願いいたします。 

鶴 啓之会員 皆出席、5回目をいただきました。 

ありがとうございます。早いもの

です。自分でも驚いております。 

平野祥之会員 綿谷会員、卓話、楽しみにしてい 

ます。 

合計１９，０００円 

◆米山記念奨学会特別寄付・・・濵口正義会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

 

 

時間 

 

ＳＡＡ報告 

 

時間 

 

2月度皆出席表彰 中田 学会員（第23回） 
         鶴 啓之会員（第5回） 

  


